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③地域ぐるみで子育てに取り組む体制を整え、ゆとりある子育て環境の充実を
　図ります。

　支援サービスを提供する施設整備と、地域子育てネットワークの構築を図
り、必要な時に必要な情報とサービスを受けられ、ゆとりある子育てができる
環境をつくります。

保育所入所待機児童の解消のため、保育施設の整備や人材の確保・育成が必
要です。

子どもの居場所づくりのため、放課後児童クラブや預かり保育などのほか、
地域で見守る体制の構築が必要です。

低年齢児の保育ニーズの高まりにより、民間事業者の参入など、様々な主体
によるサービスの提供が必要です。

保育施設機能の充実

0人

子育て世代の交流や相談機能を集約した子育て支援センターの充実を図るとともに、保育士
等の人材確保・育成や保育施設の改修などに努めます。

地域子育て支援体制の充実

就労形態の多様化や核家族化の進行に伴い、放課後児童クラブや預かり保育などの子育て支
援体制の充実を図るとともに、地域での見守りやサポート体制を構築します。

子ども・子育て事業への民間事業者等の参入促進

多様化する保育ニーズに対応するため、民間による小規模保育事業の積極的な参入を図るな
ど、地域型保育事業の推進により待機児童の解消に努めます。

民間の地域型保育事業所数 ４事業所 5事業所

成果指標 現状値
（計画策定時）

目標値
（令和8年度）

4月1日現在の保育所入所待機児童数 ５人

施策 Ⅱ-１- ③

現状と課題

具体的な取り組み
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＊注）日本スポーツ振興センター災害共済給付件数を在籍児童数で除したもの。

③安全で安心して学べる教育環境の充実を図ります。

　楽しく学べる適正規模の教育環境を整備するととともに、学校教育施設の安
全性を確保するため、施設整備を行います。

児童生徒にとって、安全で安心な教育環境を確保する必要があるため、学校
施設の適切な管理と施設の状況に応じた整備が求められています。

今後も児童生徒の減少が見込まれることから、学校の規模や配置の適正化を
検証する必要があります。

教育施設の整備

学校施設等長寿命化計画に基づき、安全で児童生徒が安心して楽しく学び遊べる教育施設の
整備を推進します。

望ましい教育環境の検討

児童生徒数の推移を検証し、学校の適正化と合わせ児童生徒が生き生きと成長できる望まし
い教育環境を構築するため、市立学校の将来構想について検討します。

安全・安心な教育環境の確保

学校敷地内における事件、事故で負傷する児童生徒が減少するよう、安全・安心な教育環境
を確保します。

学校管理下における事故等発生率　（＊注） 10.1% 8.6%

成果指標 現状値
（計画策定時）

目標値
（令和8年度）

長寿命化計画による施設改修数
（事業開始から目標年度までの累計）

6か所 13か所

施策 Ⅱ-３- ③

現状と課題

具体的な取り組み
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